	NO
	質問
	回答

	１
	働ける程度が一般就労までは届かない方、就労移行支援事業を利用するには状態が思わしくない方等様々な方がいるが、医師の見解や本人、事業所の支援員の意見も関係なく、一度、就労移行支援を利用することになるのか。また、就労移行支援事業所への通所が困難な方（現在通所している就労継続支援B型事業所は慣れているから通所が出来る等）についてはどのようにすればよいか。
	新規に就労継続支援Ｂ型を利用する方については、就労経験や就労移行支援利用、障害基礎年金１級、５０歳に達しているといった要件に該当しない方については、就労移行支援事業所にてアセスメントを受けていただく必要がございますが、本人や家族、支援者の意見や障害状況によっては、必要な範囲で配慮をする場合もございます。すでに就労継続支援Ｂ型を利用している方については、改めて就労移行支援事業所によるアセスメントを受けなくとも、平成２７年４月以降も引き続き就労継続支援Ｂ型を利用するは可能です。
障害の程度によって通所が困難な方につきましてはガイドヘルプのサービスを利用していただく等の手段で通所の支援を検討していただくこととなります。

	２
	就労継続支援B型の利用要件の中に「就労移行支援事業を利用（暫定支給決定における利用を含む）・・・とあるが暫定支給決定における利用とはどのような利用なのか具体的に教えて欲しい。
	総合支援法上、暫定支給決定は当該事業が障害者に適したものかどうかを評価する期間であり、特別な支給決定ではなく、主に評価を目的とした短期間の支給決定を指します。

	３
	就労経験ありの場合どこまでが就労といえるのか。アルバイトのような週１～２日、短時間勤務でも就労とみなされるのか。
	短期間、短時間勤務でも雇用されているのであれば就労とします。正社員やアルバイト、パート等の雇用形態は問いません。就労については様々なケースが想定されるので、就労に該当するかどうかについて判断できない場合は障害福祉室にご相談下さい。

	４
	就労移行支援事業所が受け入れできないといった場合の対応はどうするのか。
	就労移行支援事業所の受け入れを調整していただいた結果、どうしても受け入れ可能な就労移行支援事業所が見つからない場合は、アセスメントを受ける時期の変更等の調整や他市、近隣の就労移行支援事業所でアセスメントを受けていただくことも検討していただきますようお願いします。

	５
	就労移行支援事業利用後、いつまでにアセスメント結果票の作成が必要となるか。
	アセスメント結果票については７日以内に本人に渡してもらうようお願いしたします。

	６
	就労移行支援の契約については、就労継続支援B型の利用にかかるアセスメントで利用する方とそれ以外の方では、契約は同様の取り扱いとなるのか。また、請求についても一般の利用と同じように行うのか。
	お見込みのとおり。

	７
	個々により障害の状況が異なるが、利用期間についてはどのように設定するのか。
	アセスメント期間については「障害者就業・生活支援センターモデル事業による就労系障害福祉サービスの利用に係るアセスメント共通マニュアル（平成２５年３月）」を参考とした設定として下さい。


上記以外の質問等のお問い合わせは下記までお願いいたします。　　　　　　　

〒５７３－８６６６　　　　　　　　　
枚方市大垣内町2丁目1－20
　　　　   枚方市役所地域健康福祉室（障害福祉担当）
電話　072‐841‐1457（直通）
072‐841‐1221（代表）
FAX 　072‐841‐5123
